
お
知
ら
せ
伝
言
板　

  

●
別
海
町
役
場
☎
75
─２
１
１
１
●
西
春
別
支
所
☎
77
─２
１
３
１
●
尾
岱
沼
支
所
☎（
０
１
５
３
）86
─２
１
６
６
●
上
風
連
連
絡
事
務
所
☎
75
─７
３
２
６
●
上
春
別
連
絡
事
務
所
☎
75
─６
０
１
１
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な
熟
語
に
し
て
も
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。

■
詠
進
の
期
間

　
９
月
30
日
㈭
ま
で

■
提
出
方
法

　

 

宛
先
を
「
〒
１
０
０
│
８
１
１
１

宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
書
き
添
え
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

 

疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
宮
内

庁
式
部
職
宛
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用

切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、

９
月
20
日
ま
で
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

６
月
は
「
外
国
人
労
働
者

問
題
啓
発
月
間
」
で
す

　
国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人

は
多
数
い
ま
す
が
、
そ
の
就
労
状

況
を
見
る
と
、
社
会
保
険
等
の
未

　
電
波
に
関
す
る
困
り
事
や
ご
相

談
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

　
℡  
０
１
１
│
７
３
７
│
０
０
９
９

　
電
話
受
付
時
間

　

 

午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午
、
午

後
１
時
か
ら
午
後
５
時

　

 （
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

令
和
４
年

歌
会
始
に
つ
い
て

　　
宮
内
庁
で
は
、
令
和
４
年
歌
会

始
の
詠
進
歌
を
募
っ
て
い
ま
す
。

詠
進
要
領
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
題　
「
窓
」

　
 

歌
に
は
「
窓
」
の
文
字
が
詠
み

込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
「
窓

辺
」「
車
窓
」「
同
窓
」
の
よ
う

　

kouikirengo

　

@
betsukai.jp

不
法
無
線
局
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

　　
不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
障
が
い
を
与
え

る
な
ど
、
日
常
生
活
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
警
察
、
消

防
、
救
急
、
防
災
、
交
通
な
ど
、

人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線
通
信

を
妨
害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を

脅
か
し
ま
す
。

　
総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で

は
、
電
波
の
使
わ
れ
方
を
監
視
し
、

適
正
な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
※
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く

■
受
付
時
間

　

 

午
前
８
時
45
分
か
ら
午
後
５
時

30
分

　
※ 

郵
送
の
場
合
も
６
月
25
日

　
　
午
後
５
時
30
分
必
着

■
試
験
日

　

 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
応
募
状
況

を
考
慮
し
、
試
験
日
時
と
場
所

は
後
日
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（
７
月
に
札
幌
市
ま
た
は

別
海
町
で
実
施
予
定
）

■
申
込
み
・
問
合
せ

　
〒
０
８
６
│
０
２
１
６

　
野
付
郡
別
海
町
別
海
13
番
地
の
５

　

 

根
室
北
部
廃
棄
物
処
理
広
域
連

合
事
務
局

　
℡  
０
１
５
３
│
79
│
５
５
５
０

　
Ｅ
メ
ー
ル

根
室
北
部
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合

専
任
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
根
室
北
部
廃
棄
物
処
理
広
域
連

合
で
は
次
の
と
お
り
専
任
職
員

（
技
術
職
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
根
室
北
部
廃
棄
物

処
理
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
職
種
、
採
用
人
数

　
廃
棄
物（
環
境
）担
当
技
術
職
員

　
１
名

■
採
用
予
定
年
月
日

　
令
和
４
年
４
月
１
日

■
主
な
業
務
内
容

　

 

ご
み
焼
却
処
理
施
設
管
理
に
関

す
る
業
務
、
環
境
保
全
に
関
す

る
業
務
、
そ
の
他
一
般
事
務

■
受
付
期
間

　
６
月
25
日
㈮
ま
で

　工事期間中は片側交互通行（夜間開
放）の交通規制を行いますので、自衛
隊部隊が別経路で移動する場合があり
ます。
　工事期間に付近を通行の際はご注意
ください。
■工事期間　４月から12月
　　　　　　（令和６年全線完了予定）
■問合せ
　別海町役場　TEL75-2111
　事業課 建設担当（内線3215・3218）
　総合政策課 まちづくり推進担当

（内線2211）

町道中西別上風連線に係る
道路工事のお知らせ

至 別海市街
釧路市

中西別
  小学校

国道243号

一
般
道
道
上
風
連
中
西
別
線

町
道
中
西
別
上
風
連
線

中之川橋

→

ヤウシュベツ川

←
至 西春別方面

矢臼別演習場

中西別市街

山下橋

西矢臼別橋

〒

本年度工事区間
次年度以降工事区間
迂回路区間（予定）

国道
一般道道

工事完了区間

　町ホームページでお知らせ
していますが、閲覧できない
場合は、電話で対応すること
ができますので、お手数です
が下記までお問い合わせ願い
ます。
問合せ／
　別海駐屯地業務隊総務科
　TEL 0153-77-2231

（内線311）
　 別海町役場総務部総合政策

課まちづくり推進担当
　TEL 0153-75-2111
（内線2211・2212・2216）

矢臼別演習場での
訓練日程等について

町ホームページ検索キーワード
検索令和３年度演習
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加
入
や
適
正
な
労
働
条
件
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
等
の
問
題
が
散
見

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

外
国
人
を
雇
い
入
れ
る
際
は
、
次

の
３
点
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

① 

就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格

で
あ
る
こ
と

② 

雇
い
入
れ
・
離
職
の
際
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届

け
出
を
行
う
こ
と

③ 

社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ
め

適
正
な
雇
用
管
理
を
行
う
こ
と

　
厚
生
労
働
省
で
は
労
働
施
策
総

合
推
進
法
に
基
づ
く
、
外
国
人
労

働
者
の
適
正
な
雇
用
管
理
の
た
め

の
指
針
を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
い
た
だ
き
、
外
国
人
を
雇

用
す
る
際
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

適
正
に
雇
用
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
根
室

　

 

℡  
０
１
５
３
│
23
│
２
１
６
１

　
釧
路
労
働
基
準
監
督
署

　

 

℡  
０
１
５
４
│
45
│
７
８
３
５

●
別
海
町
役
場　
◆
開
庁
時
間　
●
本
所・各
支
所  

午
前
８
時
45
分
か
ら
午
後
５
時
30
分　
●
各
連
絡
事
務
所  

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時　
◆
閉
庁
日　
土
曜
日
、日
曜
日
、国
民
の
祝
日
、年
末
年
始 （
12
月
31
日
か
ら
翌
年
１
月
５
日
ま
で
）

　「地域おこし協力隊」とは、人口減少や高齢化に悩む自治体が地域外の人材を積極的に受け入れ、隊
員の経験やアイデアを生かした活動を通じて、地域の活性化を図る取り組みです。
　本町では令和元年に着任した高橋隊員と原田隊員に加え、
本年４月から新たに２名の隊員が着任し、現在４名の隊員が
日々地域振興に努めています。
　隊員たちの活動は、引き続き広報紙や地域おこし協力隊の
SNSを通してお知らせしていきます。

地域おこし協力隊が着任しました

　皆さま初めまして、４
月１日より地域おこし協
力隊として、別海町観光
協会の仕事に従事してい
る久保田郁也と申します。
　栃木県佐野市から夫婦
で移住しました。昔から
北海道が大好きで毎年訪

れていましたが、実は別海町には１回も旅行した
ことがありませんでした。しかし、移住するなら
何も知らない土地で始めたいと思っていましたの
で、豊かな自然、魅力的な景色、おいしいグルメ
の誇れるこの町への移住を決意しました。
　前職の旅行業界での知識を生かし、いろいろな
ことにチャレンジし、皆さまに１日でも早く顔を
覚えていただけるよう全力で取り組みます。
　これからよろしくお願いいたします！

　はじめまして！４月から
地域おこし協力隊として着
任しました、三原萌佳です。
　今は、酪農研修牧場で実
際の作業を体験して、酪農
の楽しさ・大変さ・やりが
い等を学んでいます。そこ
での経験を生かし、酪農の

魅力を伝える事ができるように活動していきます。
また、SNS（研修牧場のInstagram）を使った発信
も積極的にしたいと思っています。搾乳したミルク
を使用したレシピや、牧場の日常を紹介させていた
だきます。たくさんの方にご覧いただき、少しで
も興味を持ってもらえればうれしいで
す。コロナ禍で難しい事もありますが、
皆さまとたくさん交流していきたいの
で、これからよろしくお願いします！

商工観光課　久保田　郁　也 農　政　課　三　原　萌　佳

Facebook Instagram

別海町酪農研修牧場
Instagram

LINE

ちびっこ

ちびっこ

（　）内は保護者名
※希望された方を掲載しています。

1歳6カ月児


